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刑法犯認知件数の内訳（令和７年）
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刑事企画課

令和７年の刑法犯認知件数の内訳は、殺人、強盗等の凶悪犯
は31件、暴行、傷害等の粗暴犯は145件、侵入盗、乗り物盗等
の窃盗犯は1,691件、詐欺、横領等の知能犯は413件、不同意
わいせつ等の風俗犯は79件、住居侵入、器物損壊等のその他
の刑法犯は288件となっています。

刑事部 刑事部の統計資料はこちら
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刑法犯の認知・検挙状況の推移（過去５年）

認知件数 検挙件数 検挙人員 検挙率

（％）

（年）

（％）

（年）

（％）

（年）

（％）

（年）

（％）

（年）

（件・人） （％）

（年）

　令和７年の認知件数は2,647件、検挙件数は1,548件、検挙人員
は936人で、検挙率は58.5％でした。

組織犯罪対策課

令和７年の重要
窃盗犯(注)の認
知件数は151件、
検挙件数は83件、
検挙人員は32人
で、検挙率は
55.0％でした。　

(注) 
「重要窃盗犯」
～侵入盗、自動
車盗、ひったく
り及びすりの手
口をいう。

令和７年の重要
犯罪(注)の認知
件数は50件、検
挙件数は43件、
検挙人員は45人
で、検挙率は
86.0％でした。　

(注) 
「重要犯罪」～
殺人、強盗、放
火、不同意性交
等、略取誘拐・
人身売買及び不
同意わいせつの
罪をいう。
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重要窃盗の認知・検挙状況の推移（過去５年）

認知件数 検挙件数 検挙人員 検挙率

（件・人） （％）

（年）
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重要犯罪の認知・検挙状況の推移（過去５年）

認知件数 検挙件数 検挙人員 検挙率

（件・人） （％）

（年）

※１　令和２年から特殊詐欺の分類が10類型に変更となっています。　　　　　　　

※２　令和６年からＳＮＳ型投資詐欺、ＳＮＳ型ロマンス詐欺が追加
　　されています。



令3 4 5 6 7 増減 割合(％)
10 18 7 20 17 △ 3 △ 15.0
3 2 3 9 5 △ 4 △ 44.4

13 20 10 29 22 △ 7 △ 24.1

区分／年次
刑法犯（人員）

特別法犯（人員）
合計

令3 4 5 6 7 増減 割合(％)
5 3 4 15 8 △ 7 △ 46.7
9 8 20 15 29 14 93.3
6 1 6 2 3 1 50.0

20 12 30 32 40 8 25.0

区分／年次
覚醒剤事犯（人員）

 大麻事犯（人員）

その他（人員）

合計

令3 4 5 6 7 増減 割合(％)
件数 37 23 86 8 32 24 300.0
人員 6 10 13 7 13 6 85.7
件数 8 6 4 7 11 4 57.1
人員 8 3 1 7 5 △ 2 △ 28.6
件数 45 29 90 15 43 28 186.7
人員 14 13 14 14 18 4 28.6

区分／年次

刑法犯

特別法犯

合計


